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① 未熟性に依存するため 28週以降は少なくなるが治療を要する症例はある。 
② プロスタグランディン E2による内膜肥厚が妊娠後期に促進される。 






② TRPM3 免疫染色は筋層を染めているのか。 





















② 腎臓では上皮性 Naチャネル(ENaC)によって Naの移動と水の移動が起こるが、
肺で未熟性があると Na の吸収が制限され水の駆動が充分に起こらないという
ことは無いか。 
③ 浸透圧を変化させる実験では Na を変化させる他に浸透圧物質としてブドウ糖
を変化させる検討はしているか。 
④ 臨床応用として，TRPM3 刺激で収縮効果があるならば、局所的に発現を増や
したり、drug delivery system を開発して局所的に活性化させたりすれば治療に
結びつく可能性はあるか。 
⑤ 循環制御医学教室では動脈管の EP4 に関する研究をされているが、動脈管では
EP4 受容体と TRPM3 受容体が高発現することから考えて、双方の下流シグナ
ルにクロストークの可能性はあるか、それを検討する予定はあるか。 















⑤ 現時点では EP4 との cross talkの可能性について検討は行っていない。 
⑥ TRPM3 欠損モデルで動脈管開存症の発症を確認する実験は行っていない。文
献的には TRPM3 欠損マウスが死んでしまうという報告は無いので、重症な動
脈管開存症は起こさないのではないかと考えている。 
⑦ 動脈管培養細胞の作成と張力実験の一部で協力を得ているが、その他は全て主
体的に行った。 
 
 以上のように各質問に対して的確な回答がなされた。以上の審査の結果、本研究
は動脈管の機能的閉鎖の機序について、内的環境因子として血清浸透圧に着目して
行われた新規性の高い研究であり、学術的かつ臨床的に高く評価できる内容である
ことが示された。また、本研究により得られた知見はさらなる臨床研究につながる
可能性がある。したがって、審査の結果、本学位論文は博士（医学）の学位に値す
るものと判定された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
